
統計力学演習問題解答 (7)
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(a) この系のHamilotinanは
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ここで，Stiringの公式を用いて
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となる．以上から
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(b) 高さ zでの粒子数密度 n(z) =
∑N

j=1 δ(z − zj)/Aの平均は，
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と与えられる.また，高さ zの位置において高さの幅 dzの微小区間 (体積Adz)では理想気体の状態
方程式が成立しているので
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(c) mgL/kT → 0のとき e−mgL/kT ≈ 1−mgL/kT，また，mgL/kT → ∞のとき 1− e−mgL/kT ≈ 1と
し，微小量の最低次までの近似を施すと
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(b) (a)の結果から
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